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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成26年10月2日(2014.10.2)

【公開番号】特開2013-71415(P2013-71415A)
【公開日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-019
【出願番号】特願2011-214103(P2011-214103)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月20日(2014.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御装置に接続可能な印刷装置であって、
　少なくとも第１インクおよび第２インクを含む複数色のインクを前記制御装置から受信
した印刷データに基づいて、個々に吐出するノズルからなるノズル群を有するインクジェ
ットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドを有し、記録媒体に印刷する印刷部と、
　前記インクジェットヘッドの前記ノズルのインク吐出状態を検知する吐出検知手段と、
　前記印刷データ中のシンボル画像データを特定するシンボル画像特定手段を有する制御
部と、を備え、
　前記吐出検知手段が、前記シンボル画像特定手段が特定した前記シンボル画像を印刷す
る前記第１インクを吐出する前記ノズルが吐出不良ノズルであると検知した場合、前記制
御部は、前記印刷部に、吐出良好ノズルから前記第２インクを吐出して前記シンボル画像
を印刷させることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記シンボル画像を印刷する前記第１インクを吐出する前記ノズル群に吐出不良ノズル
が含まれる場合、前記制御部は、前記印刷部に、前記第１インクを吐出する前記ノズル群
の代わりに前記第２インクを吐出する前記ノズル群を用いて前記シンボル画像を印刷させ
ることを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記シンボル画像を印刷する前記第１インクを吐出する前記ノズルが吐出不良ノズルで
ある場合、前記制御部は、前記印刷部に、前記吐出不良ノズルが吐出すべきドット形成位
置に前記第２インクを吐出して前記シンボル画像を印刷させることを特徴とする請求項１
に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記第１インクおよび前記第２インクの吸収スペクトルは、所定の波長帯域の光に対し
て吸収する特性を有し、かつ、前記所定の波長帯域の光に対する前記記録媒体表面の吸収
スペクトルとは区別可能であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
印刷装置。
【請求項５】
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　前記第１インクは、ブラックインクであり、前記第２インクは、シアンインクであるこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記所定の波長帯域の光は、赤色光から近赤外光までの波長帯に含まれる光であること
を特徴とする請求項４または５に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記所定の波長帯域は、６００ｎｍから７００ｎｍに含まれることを特徴とする請求項
４乃至６のいずれか一項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　少なくとも第１インクおよび第２インクを含む複数色のインクを印刷データに基づいて
個々に吐出するノズルからなるノズル群を有するインクジェットヘッドを有する印刷装置
の制御方法であって、
　前記インクジェットヘッドの前記ノズルのインク吐出状態を検知する吐出検知工程と、
　前記印刷データ中のシンボル画像データを特定するシンボル画像特定工程と、
　前記シンボル画像を記録媒体に印刷する前記第１インクを吐出する前記ノズルが吐出不
良ノズルである場合、前記第２インクを吐出して前記シンボル画像を印刷する印刷工程と
、を含むことを特徴とする印刷装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（適用例１）制御装置に接続可能な印刷装置であって、少なくとも第１インクおよび第
２インクを含む複数色のインクを前記制御装置から受信した印刷データに基づいて、個々
に吐出するノズルからなるノズル群を有するインクジェットヘッドと、前記インクジェッ
トヘッドを有し、記録媒体に印刷する印刷部と、前記インクジェットヘッドの前記ノズル
のインク吐出状態を検知する吐出検知手段と、前記印刷データ中のシンボル画像データを
特定するシンボル画像特定手段を有する制御部と、を備え、前記吐出検知手段が、前記シ
ンボル画像特定手段が特定した前記シンボル画像を印刷する前記第１インクを吐出する前
記ノズルが吐出不良ノズルであると検知した場合、前記制御部は、前記印刷部に、吐出良
好ノズルから前記第２インクを吐出して前記シンボル画像を印刷させることを特徴とする
印刷装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（適用例２）前記シンボル画像を印刷する前記第１インクを吐出する前記ノズル群に吐
出不良ノズルが含まれる場合、前記制御部は、前記印刷部に、前記第１インクを吐出する
前記ノズル群の代わりに前記第２インクを吐出する前記ノズル群を用いて前記シンボル画
像を印刷させることを特徴とする上記の印刷装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（適用例３）前記シンボル画像を印刷する前記第１インクを吐出する前記ノズルが吐出
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不良ノズルである場合、前記制御部は、前記印刷部に、前記吐出不良ノズルが吐出すべき
ドット形成位置に前記第２インクを吐出して前記シンボル画像を印刷させることを特徴と
する上記の印刷装置。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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